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第 177号 平成 30年 12月
　

長
野
県
上
伊
那
郡
辰
野
町
の
大
お
う
じ
ょ
う
や
ま

城
山

（
一
、〇
二
七
㍍
）
は
、
伊
那
谷
の
北
部

に
位
置
し
、
JR
中
央
本
線
の
岡
谷
駅
、

塩
尻
駅
、
JR
中
央
本
線
支
線
の
辰
野
駅

に
囲
ま
れ
た
辰
野
町
市
街
地
よ
り
に
位

置
し
て
い
ま
す
。

　

一
九
八
三
年
以
前
の
国
鉄
時
代
の
中

央
本
線
は
、
大
城
山
を
車
窓
か
ら
見
な

が
ら
大
き
く
湾
曲
し
て
岡
谷
駅
～
辰
野

駅
～
塩
尻
駅
へ
と
往
来
し
て
い
ま
し

た
。

　

一
九
八
三
年
七
月
に
塩
嶺
ト
ン
ネ
ル

が
開
通
し
、
岡
谷
駅
か
ら
塩
尻
駅
へ
通

行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
辰
野
駅

は
、
中
央
本
線
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
か
ら

外
れ
ま
し
た
が
、
秘
境
駅
で
有
名
な
飯

田
線
の
起
点
駅
で
あ
る
こ
と
か
ら
鉄
道

フ
ァ
ン
に
は
人
気
の
駅
で
す
。

　

大
城
山
は
、
日
本
の
地
理
的
中
心
ゼ

ロ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る

山
で
も
あ
り
、
辰
野
町
や
伊
那
谷
の
眺

望
の
良
さ
で
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

大
城
山
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
辰
野

町
の
市
街
地
よ
り
林
道
を
上
る
こ
と
約

十
分
、
舗
装
道
路
か
ら
脇
に
入
る
ダ
ー

ト
な
道
を
五
〇
〇
㍍
程
登
っ
た
先
に
、

整
備
さ
れ
た
駐
車
場
と
展
望
ス
ペ
ー
ス

が
現
れ
ま
す
。
眼
下
に
広
が
る
辰
野
町

の
市
街
地
と
天
竜
川
が
伊
那
谷
に
沿
っ

て
遠
く
伊
那
市
以
南
ま
で
流
れ
て
い
く

眺
望
は
、
開
放
感
に
あ
ふ
れ
時
間
が
経

つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
天
竜
川
を
中
央
に
、
右
は
中

央
ア
ル
プ
ス
、
左
は
南
ア
ル
プ
ス
の

山
々
に
挟
ま
れ
た
Ｖ
字
形
の
雄
大
な
地

形
を
い
つ
も
と
違
っ
た
ア
ン
グ
ル
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

駐
車
場
に
あ
る
日
本
中
心
ゼ
ロ
ポ
イ

ン
ト
の
道
標
に
導
か
れ
、
山
道
の
歩
道

を
歩
く
こ
と
二
十
分
、
大
城
山
の
山
頂

の
北
約
一
㌔
㍍
の
所
に
日
本
中
心
の
ゼ

ロ
ポ
イ
ン
ト
：
北
緯
三
六
度
〇
〇
分

〇
〇
秒
と
東
経
一
三
八
度
〇
〇
分
〇
〇

秒
が
交
差
す
る
地
点
で
あ
る
こ
と
を
説

明
す
る
看
板
が
現
れ
ま
す
。
そ
の
隣
に

は
日
本
地
図
に
経
緯
度
線
を
刻
ん
だ
円

筒
形
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
石
柱

に
日
本
中
心
の
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
の
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

駐
車
場
か
ら
車
で
十
五
分
ほ
ど
離
れ

た
地
点
に
「
日
本
中
心
の
標
」
が
立
て

ら
れ
て
い
て
、
併
設
さ
れ
た
展
望
台
か

ら
は
、
北
ア
ル
プ
ス
、
美
ヶ
原
、
八
ヶ

岳
、
南
ア
ル
プ
ス
が
望
め
る
三
六
〇
度

の
パ
ノ
ラ
マ
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
、

山
岳
ド
ラ
イ
ブ
と
散
策
が
気
軽
に
楽
し

め
ま
す
。
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ア
ク
セ
ス
は
、
中
央
道
、
伊
北
イ
ン

タ
ー
よ
り
約
十
五
分
。


